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論文の内容の要旨 
蜂屋大八氏の博士学位論文は、中山間地域共同体において住民の地域共同体意識（共同体精神）がど
のように育まれているのかについて、山形県最上郡金山町を事例に自治公民館を拠点にした住民活動に
内包される学習が果たす役割を解明したものである。その要旨は以下の通りである。 
 かつての村落共同体は、個人を束縛し、閉鎖性や抑圧性を有する封建遺制だとして批判すべき対象と
されてきたが、今日においては地域共同体の解体とその再構築が課題となっている。こうした背景にお
いて、本研究では、主に以下の２点を課題としている。まず金山町の各地区（集落）において、地域共
同体としての人間関係が住民活動を媒介にしてどのように構築されているのか、そして地域運営を支え
る協働の意識によって「継承」されてきた住民活動が内在する学習の役割について分析すること。次に、
このような地域と人間関係の中から、主体的に地域づくり活動に取り組みながらも、内発的発展に係る
「変革」を志向するキー・パースンが輩出されるプロセスを明らかにし、地域共同体の「継承」と「変
革」の力の相互作用によって、持続的な地域共同体が形成されていることを明らかにすることである。
そして以上の分析を通して、今日的な地域共同体の在り方とその可能性を提示することを目的にしてい
る。 
筆者は、金山町史および各種調査資料の分析および町内５地域３１地区の自治公民館長（区長）に対
するインタビューを実施した。さらに、住民に対するアンケート調査、個別事例の聞き取り調査を組み
合わせて、活動に参加する住民の地域意識の変化を分析している。そのうえで、鶴見和子の内発的発展
論に照らして分析し、地域共同体の「継承」と「変革」の力がどのように作用しあって内発的発展を実
現してきたのかについて検討を行っている。  
結論として明らかとされた点は以下の通りである。 
-２ 
第一に、金山町の実態に即して言えば、自治公民館で行われる多様な住民活動において、多くの先達
の住民の手で、若年者や活動経験が浅い住民に対する指導や技能の伝授等があり、活動の前後で私的な
価値観から公共的な価値観へ意識が変容した実態が見出せた。 
 第二に、こうして形成された地域に対する意識が地域共同体内で蓄積、共有されることで、社会関係
資本が形成されていた。住民アンケートの分析から、住民活動には、地域を肯定的に捉えるような意識
変容をもたらす意図しない学習が内包されていることが明らかにされている。 
 第三に、歴史や伝統に即して地域の芸能文化や人間関係が受け継がれてきた金山町では、このような
「継承」の力が強く、保守的で「変革」の動きが見えないような地域であるがゆえに、強い地域意識を
背景にしたキー・パースンが形成さている実態が明らかにされた。1980年代に活動をした「耕人舎」に
集った若者たちは、地域における様々な事柄を所与の条件としながらも、外部とのつながりの中から新
しい風を導きいれる活動を試行錯誤することで「自己創出」を為しつつ、地域の内発的発展をともに実
現できたキー・パースンとなっていったことが示された。 
 第四に、地域共同体は、「みんなのもの」である地域を「継承」しようとする力が強いため、内部に
生まれた「変革」の活動が地域の現実と乖離しそうな場面では反発し、活動を制止しようとする。しか
し、「変革」の活動に地域を発展させる内容を含み、地域が受容可能な「変革」である場合には、その
成果を採り入れて地域共同体の内発的発展を実現するものであることが明らかにされた。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文は、これまで旧い体制として批判的にとらえられてきた中山間地域共同体を今日的意味に
おいて捉えなおし、「継承」と「変革」という２つの力のせめぎ合いによって、内発的発展に基づ
く地域づくりが進められているとした主張は説得的である。自治公民館を拠点にした地域活動には、
地域に根ざした年齢階梯制の人間形成の学習が内在していることを丹念なフィールドワークに基
づいて明らかにし、また外部とのつながりを持ちながら新しい風を導きいれるキー・パースンは、
閉鎖的で停滞しようとする地域を持続させ、活性化につながるドライブ要因となっていると分析し
た点は、地域の課題を考える際に新しい視点を提示しているといえる。 
 過疎化や高齢化、地域間の経済格差が深刻になっている今日において、「継承」の側面でとらえ
られる住民活動は、失われつつある地域の歴史的、文化的価値を持つ取り組みでもある。社会教育
研究においては、長らく社会教育法制度に基づく学習活動に焦点が当てられ、条例設置された公民
館での活動が研究対象として扱われてきた。それに対して本論文では、自治公民館での学習を再評
価し、その教育的役割を提示している点でも評価できる。 
平成２９年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
